
Ⅰ．はじめに
　学校行事は，個人あるいは集団での活動を通して，
生徒一人ひとりが所属感や連帯感を深めることを目指
す体験活動としての役割を担っている．大学生を対象
に印象に残る学校行事について調査を行った研究（林，
2014）では，学習指導要領に即して学校行事を分類す
ると「健康安全・体育的行事」の割合が 28.7％と高く，
特に体育祭はその中核であったことが報告されている．
また，体育祭は学習指導要領において，特別活動の中に
位置づけられている．中学校学習指導要領解説・特別活
動編（文部科学省，2017）では，健康安全・体育的行事
のねらいと内容について「心身の健全な発達や健康の保
持増進，事件や事故，災害等から身を守る安全な行動
や規律ある集団行動の体得，運動に親しむ態度の育成，
責任感や連帯感の涵養，体力の向上などに資するように
すること」と明記されている．具体的なねらいは，「生
徒自らが自己の発育や健康状態について関心をもち，心
身の健康の保持増進に努めるとともに，身の回りの危
険を予測・回避し，安全な生活に対する理解を深める。
また，体育的な集団活動を通して，心身ともに健全な生
活の実践に必要な習慣や態度を育成する。さらに，生徒
が運動に親しみ，楽しさを味わえるようにするとともに
体力の向上を図る。」とし，具体的な内容は，「健康診断，

薬物乱用防止指導，防犯指導，交通安全指導，避難訓練
や防災訓練，健康・安全や学校給食に関する意識や実践
意欲を高める行事，運動会（体育祭），競技会，球技会」
などが挙げられている．また，今泉（2014）は，特別活
動を教育課程に位置づけられている教科以外の集団活
動型教育の総称としており，生徒の集団生活における基
盤になると述べている．さらに，特別活動は学校の有り
様に大きな影響を与えており，先述した，健康・安全
体育的行事のねらいにもある，人間関係やコミュニケー
ション能力の促進にも影響を与えているとしている．こ
れらのことから，体育祭は学校生活のなかで生徒にとっ
て極めて大きな存在であることを示している．
　体育祭に関する先行研究は，安全面や危険性が注目
されることが多く，実施方法や種目の危険性への配慮
についての議論が中心である．また，山口（2018）は，
体育祭の課題と展望について検討している．その中で，
教師の認識や取り組み方の改善に着目し，体育祭のあり
方について再考の必要性を述べている．一方で体育祭の
効果面に注目している研究は少ない．そもそも体育祭
をなぜするのか，その体験がどのような効果をもたら
すのかについてはほとんど確認されていない．そこで，
数少ない体育祭における生徒の心理的変数に着目して
いる研究を概観すると，中学校の体育祭で一生懸命頑
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張ることができたと認知している生徒ほど，そうでない
生徒に比べて，自己有能感，勤勉性，そして社交性な
どの得点が高い傾向であったことが確認されている（長
谷川，2009）．また，体育祭の体験が生徒の自己効力感
得点の底上げ効果や学校への適応度を高める可能性が
あることも報告されている（横山・吉田，2012）．河本

（2014）は，体育的行事を含む学校行事の活動が，それ
を経験した当事者に対して，どのような個人の発達に有
用なのかについて研究を行なった．その結果，長期的に
も進路や授業などに対して望ましい影響を及ぼしたこ
とを報告している．これらのことから体育祭の体験には
生徒の心理状態に一定の変動をもたらす何らかの効果，
要因が備わっていると考えられる．しかし，河本（2012）
は，学校行事の制度とその歴史的起源を俯瞰した上で，
学校行事の歴史こそ長いものの，その研究は遅れてい
ることを述べており，今後学校行事の価値を科学的に実
証する必要性を示している．さらに，そこで得られる
短期的機能が児童・生徒の発達にどのように影響を及
ぼすのかについても検討するべきと報告している．そ
のため，学校行事の１つである体育祭における研究例
についても十分とは言えない，これらの先行研究から，
体育祭には，生徒に達成感を喚起させることができる，
自主的な活動を通して自律できる，集団での活動によっ
て団結力を強めることができるなどの教育的効果があ
ることを支持する学校教育現場の声は科学的根拠に基
づくものではなく，むしろ各教員の経験値から得た感覚
的示唆と言える．
　先述した研究で取り上げられている勤勉性や社交性
といった心理的変数は，非認知能力（内面的な能力）と
言われており，学校現場での働きかけを通して生徒に
身につけさせたい能力として近年関心を集めている（池
田，2016）．「非認知能力」とは「認知能力」に対比され
る言葉である．認知能力は，数値化できる能力（IQ など）
を指す．一方，非認知能力は，IQ などのように数値化
できる能力ではなく，数値で測ることのできない内面的
な能力の総称を指し，その人の気質や性格に関わるよう
な特性，自尊心，共感性，社会性，道徳性，自己効力感，
感情抑制などの能力のことである（遠藤，2017）．
　非認知能力の中でも，Grit（やり抜く力）は，「長期
的な目標達成に向けた粘り強さと情熱」と定義され，将
来直面する仕事や勉学など様々な場面で成功を収める
ために必要な気質として注目されている（ダックワー
ス，2016）．Grit は，「興味（自分のやっていることを心
から楽しむ子どものような好奇心）」，「練習（自分の弱
点をはっきりと認識し，それを克服するための弱点を怠
らないこと）」，「目的（自分の仕事・役割は重要だと確
信し取り組むこと）」，そして「希望（やり遂げるまでひ
たすら自分の道を歩み続ける姿勢）」の４つの要素から
なる言葉であり，先天的な力（もとから備わったもの）
ではなく，後天的に伸ばすことができる力と捉えられる

（ダックワース，2016）． Grit は既にダックワースによっ
て米国軍士官学校（ウェスト・ポイント）の 1218 名の

士官候補生を対象に研究が行われ尺度化されている．そ
の尺度は，「根気（目標に対して努力し続ける粘り強さ
に関するもの）」と「一貫性（同じ目標に長きにわたり
努力を投入する情熱に関するもの）」の 2 因子から構成
されている．
　一方，スポーツに関連する Grit 研究には，山北ほか

（2018）の子ども用 Grit 尺度開発がある．この研究では，
日本のスポーツに参加する子どもの Grit 得点とアメリ
カの研究で明らかにされている子どもの Grit 得点を比
較しており，Grit 尺度の Cronbach の α 係数（α=0.77）
は，アメリカの報告（α=0.80）とその差がほとんどない
ことが報告されている．また，確証的因子分析の結果，
許容可能な適合度指標（X² 値 =42.1，RMSEA=0.076，
CFI=0.957，TLI=0.925）が示され，尺度の構成概念妥当
性が確認されている．Reed（2014）は，Grit（その他の
非認知能力として勤勉さや良心性など）と運動行動との
関連を大学の学生，職員，教職員を対象に検討している．
その結果，Grit，勤勉さ，良心性，運動スコア（努力と
持続性）には正の相関関係があることを報告しており，
Grit が高まれば高まるほど運動スコアも増加することが
確認された．また，小学生・中学生を対象にスポーツク
ラブの属性（個人か、集団か）による Grit 得点の比較
検討している研究では，集団スポーツ種目系に所属し
ている子どもの Grit 得点が，個人スポーツ種目系に所
属する子どもや何も所属しない子どもと比べて高い傾
向であったことが報告されている（山北ほか，2017）．
Grit が高まることによって期待できる効果について，櫻
井ほか（2017）は，大学生を対象に測定した Grit が，
その後 1 年間の学業達成を予測できるのかについて研究
を行い，その結果 Grit を高めることで，大学生の GPA
が高まる可能性があることを確認している．また清水

（2018）は高校生を対象に Grit と動機づけ（達成目標）
の関係を検討し，Grit を高めることで学業成績に対して
影響を与える達成目標を促進することを確認している．
これらの先行研究より，Grit は，集団でのスポーツ活動
による向上が考えられ，Grit を高めることで得られる教
育的効果も期待できると言える．
　先に挙げた体育祭は，生徒が主体となり，種目設定や
運営を教師のサポートを受けながら皆でプログラムを
作り上げていく．その過程で生まれる生徒同士，生徒と
教師の相互作用，理想を実現するための試行錯誤，力の
入れ具合や動き方を揃える活動など運動を交えた集団
で取り組む活動体験には Grit（やり抜く力）を高めるた
めの重要な仕掛けが内在している可能性がある．しか
し，これまでに体育祭での体験と Grit との関係につい
て検討した研究はほとんど見当たらない．したがって，
体育祭における体験が自身の成長や目標達成，成功の基
盤となる要因である Grit の向上にどのように貢献する
ことができるか否かについて検討することは，科学的根
拠で語ることができなかった体育祭の新たな教育的効
果を提示する上で意義があるのではないかと考えられ
る．
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ところで，体験活動と心理的変数との関係について調べ
ている研究は数多く行われている．例えば，西田ほか

（2005）は，小学生を対象にキャンプ体験を独立変数に，
メンタルヘルスを従属変数に，さらに媒介変数としてエ
ンジョイメントを付置した仮説モデルを設定し，その妥
当性について検討している．その結果，キャンプ体験そ
のものがメンタルヘルスを改善するのではなく，体験を
通してエンジョイメントの向上が認められた場合にメ
ンタルヘルスは改善されることが確認されている．この
研究の中では，体験活動（原因）が直接的に心理的変数

（結果）に影響を与えるのではなく，原因と結果により
強い関係をもたらす第 3 の変数である媒介変数を想定す
ることの重要性が指摘されている．この知見の立場に沿
えば，体育祭という体験活動が Grit を向上させるとい
う関係に媒介する変数を想定した検討が必要になるの
ではないかと考えられる．ただし，モデルに媒介する変
数が想定されている場合には，独立変数（体育祭におけ
る体験活動）から従属変数（Grit）への直接的な影響が
あるか否かについて考慮したパスを想定することも必
要になる（Baron and Kenny, 1986）．そのため，体育祭に
おける体験活動が Grit に影響を与えるという直接効果
を想定するパスも設定することとした．
　それでは，Grit への影響を媒介する要因とは，どのよ
うなものが考えられるだろうか．本研究では，数多く
存在すると考えられる媒介要因の中でも特に，「基本的
心理欲求」という心理的要因に着目する．その理由は，
運動心理学の研究領域におけるこれまでの研究の積み
重ねにより，体験活動に多様な体験内容が介在し，そし
て自己と他者，さらに環境との相互的な関わりが認めら
れることで，基本的心理欲求（心理的変数）に影響を及
ぼすことが明らかにされていること（西田ほか，2005），
また，ダックワース（2016）は，Grit を高める要因とし
て，「自分が本当に面白いと思っていることに挑戦する
こと」「さらに上を目指したいという強い意志を持つこ
と」などの心理欲求が必要だと述べていることが挙げら
れる．さらに，島本ほか（2007）は，スポーツ経験とラ
イフスキルの因果モデル構成において，メンタルヘルス
を媒介要因として検討を行ない，結果，媒介要因をもと
に直接的な影響と間接的な影響に分解することで，変数
間の影響をより高い精度で推定できた利点から心理的
要因を媒介することの有用性を報告している．これらの
ことから，ライフスキルと同じく問題解決や目標達成に
必要とされる力の 1 つである Grit への影響においても，
心理的要因（本研究では，基本的心理欲求）を媒介変数
として仮説モデルの設定を行う．
　先述した基本的心理欲求には，行為を自ら起こしたい
という「自律性への欲求」，個人と環境との相互作用の
中で効果的にかかわり，自らの能力を表現したいという

「有能感への欲求」，他者を大切にしたり，他者から大切
にされたりして，人との繋がりを感じ，その中で所属感
を持ちたいという「関係性への欲求」という 3 つの欲求
がある．Ryan and Deci（2000）は，自己決定理論において，

これら 3 つの基本的心理欲求を充足することによって人
は内発的に動機づけられ，行動が内在化し，well-being
が高まると説明している．これらの欲求を満たすことが
活動に対して自発的に動機づけられることにつながり，
逆に言えば，その人が活動的に対して自発的に動機づけ
られていない場合は，基本的心理欲求が妨げられている
ことが考えられる（西田，2013）．さらに，西村・櫻井

（2015）は，スクール・モラールが学校教育における生
徒の基本的心理欲求に及ぼす影響について検討した，結
果，自律性に対しては友人関係が，有能感については学
業活動が，関係性については友人関係との関連が最も強
く，クラスとの関係，学業活動も他の活動領域と比べて
相対的に関連が強いことが明らかにされている．これら
のことから，体育祭の体験活動を通して 3 つの基本的欲
求を満たすことで，先述した人間関係の形成，集団作り，
他者との協力などをより促進することが予測され，Grit
の向上が期待される．
　以上のことから，本研究では，体育祭における体験
評価，基本的心理欲求，Grit の関係について検討するこ
とを目的とした．具体的には，体育祭における体験評
価を独立変数とし，Grit を従属変数とした関係（直接効
果）と，そこに基本的心理欲求を媒介変数とした関係（間
接効果）を想定するパスからなる仮説モデル（図 1）を
構成し，そのモデルの妥当性について検討する． 

Ⅱ．方法
1）調査対象
　中学校 2 校に在籍する中学生 636 名を対象に調査を実
施した．回答に欠損があったものを除いた有効回答者数
は，631 名（有効回答率 99.2％：平均年齢 13.60 ± 0.96 歳：
男子 297 名，女子 334 名）であった．
2 ）調査時期
　調査は，令和 2 年 10 月上旬から下旬にかけて実施し
た．
3 ）手続き及び倫理的配慮
　調査を実施するにあたり，趣旨および調査票の内容を
学校長と保健体育科の主任教員に説明した後，調査協力
の許可を得た．その後，調査協力の許可を得た中学校を
訪問し，学校長と保健体育科の担当教員に調査の概要及
び記入法等を説明した後，調査票を調査協力校の保健体
育科の担当教員へ渡した．記入された調査票は，保健体
育の担当教員によって本研究の代表者宛に郵送された．
調査票の表紙には，調査がテストではないこと，学校の
成績とは関係がないこと，個人の調査結果の秘密が守ら
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図1 体育祭における体験評価，基本的心理欲求，GRIT（やり抜く力）の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 体育祭における体験が基本的心理欲求を介してGRIT（やり抜く力）に及ぼす影響（分析モデル） 

 

図 1　体育祭における体験評価，基本的心理欲求，
GRIT（やり抜く力）の関係
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れること，調査結果を研究目的以外で使用しないことを
明記した．また，担当教員から生徒には質問項目への回
答をもって同意取得とみなすこと，回答途中で調査を辞
退しても不利益が被ることはないことが伝えられた．
4 ）調査内容
　（1）フェイスシート

　学年，年齢，性別に関する項目に対して回答を求め
た． 

　（2）子ども用Grit 尺度
　Grit の測定には，Duckworth el al .（2009） が開発し
た子ども用 Grit 尺度を，山北ほか（2018）が日本語
に翻訳したものを使用した．この尺度は，目標に対し
て努力し続ける粘り強さに関する「根気」と，同じ
目標に長きにわたり努力を投入する情熱に関する「一
貫性」の 2 下位尺度，それぞれ 4 項目，全 8 項目で構
成されていた．回答方法は，各項目について「よくあ
てはまる」（5 点）から「まったくあてはまらない」（1
点）の 5 段階で評定するよう求めた．

　（3）体育祭における体験評価尺度
　体育祭における体験評価の測定には，西田ほか

（2005）の児童用組織キャンプ体験評価尺度と，島本・
石井（2007）の体育授業でのスポーツ経験評価尺度を
参考に，体育祭における体験を評価する項目を精選
し，使用した．西田ほか（2005）の測定尺度は，「自
然との触れ合い体験」，「挑戦・達成体験」，「他者協力
体験」，「自己開示体験」，「自己注目体験」の 5 下位
尺度で構成されている．また島本・石井（2007）は，
先の西田ほか（2005）の尺度を参考に大学体育授業に
おけるスポーツ活動体験の評価尺度を作成し，「自己
開示」，「他者協力」，「挑戦達成」，「楽しさ実感」の 4
下位尺度を確認している．これらの尺度の「挑戦・達
成体験」と「挑戦達成」，「他者協力体験」と「他者協
力」，そして「自己開示体験」と「自己開示」はそれ
ぞれ共通する下位尺度と項目内容であり，これらの体
験は活動内容が変わってもある程度共通する事項と
考えられた．そのため，本調査の項目として採用した．
また「自己注目体験」や「楽しさ実感」の項目に関し
ては体育祭を通して他者よりも目立ちたい，楽しかっ
たという感情表出は十分に考えられるため，それらの
下位尺度に含まれる項目も採用した．なお「自然との
触れ合い体験」は，自然との触れ合いを目的としない
体育祭では体験されにくい概念と判断し，その下位尺
度に含まれる項目は調査には用いなかった．以上のこ
とから，4 項目で構成される「挑戦・達成体験」，「他
者協力体験」，「自己開示体験」，「自己注目体験」と 3
項目で構成される「楽しさ実感」の全 5 下位尺度，19
項目を用いた．回答方法は，各項目について「よくあっ
た」（4 点）から「なかった」（1 点）の 4 段階で評定
するよう求めた． 

　 （4）基本的心理欲求充足尺度
　基本的心理欲求の測定には，西村・櫻井（2015）が
作成した基本的心理充足尺度を使用する．この尺度

は，「自律性への欲求」，「有能感への欲求」，「関係性
への欲求」の 3 因子で構成されている．しかし，体育
祭には生徒同士が協力し合う場面や意見交換・共有す
る場面など生徒間の関係性を充足する欲求だけでな
く，生徒と教師の間にも同じような場面が想定できる
ため，関係性への欲求に関しては項目内容をそのまま
にクラスメイトと先生という文言を追記した「関係性
への欲求（生徒間）」と「関係性への欲求（生徒と教
師間）」の 2 つの下位尺度を想定することとした．以
上のことから，この測定尺度は「自律性への欲求」，「有
能感への欲求」，「関係性への欲求（クラスメイト）」，

「関係性への欲求（教師）」の 4 下位尺度それぞれ 4 項
目，全 16 項目を用いた．回答方法は，各項目について，

「よくあてはまる」（5 点）から「ほとんどあてはまら
ない」（1 点）の 5 段階で評定するよう求めた． 

6 ）統計解析
　先に示したモデル内の変数間の関連性を検討する
共分散構造分析において，モデルの妥当性を判断す
る た め の 適 合 度 指 標 は Goodness of Fit Index（ 以 下

「GFI」），Adjusted Goodness of Fit Index（以下「AGFI」），
Comparative Fit Index（ 以 下「CFI」），Root Mean Square 
Error of Approximation（以下「RMSEA」）を用いること
とした．それらの基準値は GFI および CFI は 0.90 以上，
RMSEA は 0.08 以下，そして AGFI は GFI との差分が小
さいこととした（室橋，2003；豊田ほか，1992）．統計
的有意水準 5％のもと，分析には統計パッケージの IBM 
SPSS Statistics 22.0 および IBM SPSS Amos22.0 を使用し
た．
7 ）分析モデル
　目的において示した図 1 のモデルに基づいて本研究の
分析モデル（図 2）を設定した．図示した長方形は観測
変数（対象者から直接的に観測された値）を意味してい
る．体育祭における体験評価の挑戦・達成体験，他者協
力体験，自己開示体験，自己注目体験，および楽しさ実
感を独立変数，基本的心理欲求の自律性への欲求，有能
感への欲求，関係性への欲求（クラスメイト）および関
係性への欲求（教師）を媒介変数，Grit の根気尺度およ
び一貫性尺度を従属変数とし，すべてに関係がある（矢
印）ことを想定した分析モデルを設定した．

Ⅲ．結果
1）各尺度の基本統計量
　表 1 に，体育祭における体験評価尺度，基本的心理欲
求充足尺度，子ども用 Grit 尺度の各変数の基本統計量
として平均値及び標準偏差，相関係数を算出した．体育
祭における体験評価尺度の下位尺度「他者協力体験」は，

「挑戦・達成体験」に有意な正の相関（r=.63）を示した．
体育祭における体験評価尺度の「自己開示体験」は，「挑
戦・達成体験」「他者協力体験」にそれぞれ有意な正の
相関（順に r=.58，r=.62）を示した．体育祭における体
験評価尺度の「自己注目体験」は，「挑戦・達成体験」「他
者協力体験」「自己開示体験」にそれぞれ有意な正の相
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関（順に r=.53，r=.51，r=.55）を示した．体育祭におけ
る体験評価尺度の「楽しさ実感」は，「挑戦・達成体験」「他
者協力体験」「自己開示体験」「自己注目体験」にそれぞ
れ有意な正の相関（順に r=.54，r=.65，r=.54，r=.47）を
示した．基本的心理欲求充足尺度の下位尺度「有能感へ
の欲求」は，体育祭における体験評価尺度の下位尺度「挑
戦・達成体験」「他者協力体験」「自己開示体験」「自己
注目体験」「楽しさ実感」にそれぞれ有意な正の相関（順
に r=.57，r=.58，r=.55，r=.43，r=.48）を示した．基本
的心理欲求充足尺度の下位尺度「関係性への欲求（クラ
スメイト）」は，体育祭における体験評価尺度の下位尺
度「挑戦・達成体験」「他者協力体験」「自己開示体験」「自
己注目体験」「楽しさ実感」にそれぞれ有意な正の相関

（順に r=.45，r=.56，r=.47，r=.31，r=.42）を，基本的心
理欲求充足尺度の下位尺度「有能感への欲求」に有意な
正の相関（r=.60）を示した．基本的心理欲求充足尺度
の下位尺度「関係性への欲求（教師）」は，体育祭にお
ける体験評価尺度の下位尺度「挑戦・達成体験」「他者
協力体験」「自己開示体験」「自己注目体験」「楽しさ実感」
にそれぞれ有意な正の相関（順に r=.48，r=.61，r=.43，
r=.40，r=.39）を，基本的心理欲求充足尺度の下位尺度「有
能感への欲求」「関係性への欲求（クラスメイト）」に
それぞれ有意な正の相関（順に r=.56，r=.63）を示した．
基本的心理欲求充足尺度の下位尺度「自律性への欲求」
は，体育祭における体験評価尺度の下位尺度「挑戦・達
成体験」「他者協力体験」「自己開示体験」「自己注目体験」

「楽しさ実感」にそれぞれ有意な正の相関（順に r=.40，
r=.47，r=.53，r=.33，r=.42）を，基本的心理欲求充足尺

度の下位尺度「有能感への欲求」「関係性への欲求（ク
ラスメイト）」「関係性への欲求（教師）」にそれぞれ有
意な正の相関（順に r=.63，r=.48，r=.45）を示した．子
ども用 Grit 尺度の下位尺度「根気」は，体育祭におけ
る体験評価尺度の下位尺度「挑戦・達成体験」「他者協
力体験」「自己開示体験」「自己注目体験」「楽しさ実感」
にそれぞれ有意な正の相関（順に r=.44，r=.44，r=.44，
r=.33，r=.37）を，基本的心理欲求充足尺度の下位尺度「有
能感への欲求」「関係性への欲求（クラスメイト）」「関
係性への欲求（教師）」「自律性への欲求」にそれぞれ有
意な正の相関（順に r=.63，r=.42，r=.40，r=.55）を示した．
子ども用 Grit 尺度の下位尺度「一貫性」は，基本的心
理欲求充足尺度の下位尺度「有能感への欲求」「関係性
への欲求（クラスメイト）」「関係性への欲求（教師）」「自
律性への欲求」にそれぞれ有意な正の相関（順に r=.10，
r=.11，r=.12，r=.12）を，子ども用 Grit 尺度の下位尺度

「根気」に有意な正の相関（r=.18）を示した．次に有意
な相関を示さなかった変数間の相関係数を述べると，子
ども用 Grit 尺度の下位尺度「一貫性」は，体育祭にお
ける体験評価尺度の下位尺度「挑戦・達成体験」「他者
協力体験」「自己開示体験」「自己注目体験」「楽しさ実感」

（順に r=.06，r=.02，r=.03，r=-.02，r=-.05）と有意な相
関は確認されなかった．
2 ）�体育祭における体験活動，基本的心理欲求充足，

Grit の関連
　体育祭における体験評価尺度から子ども用 Grit 尺度
への直接的な影響と，それらの変数間に基本的心理欲
求充足尺度が媒介する間接的な影響を想定したモデル
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図1 体育祭における体験評価，基本的心理欲求，GRIT（やり抜く力）の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 体育祭における体験が基本的心理欲求を介してGRIT（やり抜く力）に及ぼす影響（分析モデル） 

 
図 2　体育祭における体験が基本的心理欲求を介してGRIT（やり抜く力）に及ぼす影響（分析モデル）
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内の変数間の関連性を共分散構造分析により検討を行
なった．変数間のパス値は図 3 に示すとおりである．ま
た，図 3 に示すパス上の数値は全て標準化係数であり，
実線は有意な正のパス係数を，破線は有意な負のパス係
数をそれぞれ意味している．
　まず，分析に用いられたモデルの適合度について検

討を行なった．その結果，モデルの適合度は，GFI=.99，
AGFI=.97，CFI=1.00，RMSEA=.03 であり，GFI および
CFI は .90 以上の値を示し，AGFI も GFI に比べ値が極
端に低下することはなかった．さらに RMSEA も .08 以
下の値を示した．このことから本研究の分析モデルは全
体的に妥当であり，各変数間の関連を検討する上で有効
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表1 各尺度の基本統計量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 挑戦達成 12.91 2.84

② 他者協力 13.74 2.40 .63 *

③ 自己開示 12.83 2.78 .58 * .62 *

④ 自己注目 11.94 2.72 .53 * .51 * .55 *

⑤ 楽しさ実感 10.07 2.16 .54 * .65 * .54 * .47 *

⑥ 有能感への欲求 15.15 3.11 .57 * .58 * .55 * .43 * .48 *

⑦
関係性への欲求
（クラスメイト）

16.22 2.90 .45 * .56 * .47 * .31 * .42 * .60 *

⑧
関係性への欲求
（先生）

15.61 3.23 .48 * .61 * .43 * .40 * .39 * .56 * .63 *

⑨ 自律性への欲求 14.53 3.10 .40 * .47 * .53 * .33 * .42 * .63 * .48 * .45 *

⑩ 根気 13.44 3.35 .44 * .44 * .44 * .33 * .37 * .63 * .42 * .40 * .55 *

⑪ 一貫性 10.67 3.59 .06 .02 .03 -.02 -.05 .10 * .11 * .12 * .12 * .18 *

―

―

―

基本的心理欲求

⑥ ⑦ ⑧ ⑨⑤④③②

―

相関係数

*p <.05

標準
偏差

平均値

体育祭における体験評価

グリット

①

―

―

―

―

―

―

―

⑪⑩

表 1　各尺度の基本統計量
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図3 共分散構造分析による分析結果 
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なモデルの 1 つとして利用可能であることが示された．
　次に，体育祭における体験評価尺度の下位尺度から子
ども用 Grit 尺度の下位尺度への直接的な関係と，その
間に基本的心理欲求充足尺度の下位尺度が媒介する間
接的な関係について述べる．直接的な関係については，

「挑戦・達成体験」が「根気」に正の影響（β=.11）を示し，
「楽しさ実感」が「一貫」に負の影響（β=-.14）を示した．
間接的な関係については，「挑戦・達成体験」「他者協力
体験」「自己開示体験」は「有能感への欲求」にそれぞ
れ正の影響（順に β=.24，β=.29，β=.23）を示し，その「有
能感への欲求」は「根気」に正の影響（β=.41）を示した．
　続いて「関係性への欲求（教師）」には，「挑戦・達成
体験」「他者協力体験」「自己注目体験」はそれぞれ正の
影響（順に β=.13，β=.52，β=.12），を示し，「楽しさ実感」
は負の影響（β=-.09）を示した．そして，その「関係性
への欲求（教師）」は「一貫性」に正の影響（β=.12）を
示した．次に「他者協力体験」「自己開示体験」「楽し
さ実感」は「自律性への欲求」にそれぞれ正の影響（順
に β=.19，β=.36，β=.09）を示し，その「自律性への欲
求」は「根気」「一貫性」にそれぞれ正の影響（β=.24，
β=.12）を示した．「挑戦・達成体験」「他者協力体験」「自
己開示体験」が「関係性への欲求（クラスメイト）」に
それぞれ正の影響（順に β=.11，β=.39，β=.17）を示したが，
その「関係性への欲求（クラスメイト）」から Grit に有
意性が認められたパスは確認されなかった．
　なお，モデル内の説明力を示す決定係数（以下「R²」
とする）の値は，Grit の「根気」は R²=.44，「一貫性」
は R²=.04 を示した．また，基本的心理欲求充足尺度の
下位尺度である「有能感への欲求」は R²=.43，「関係性
への欲求（クラスメイト）」は R²=.34，「関係性への欲求（教
師）」は R²=.39，「自律性への欲求」は R²=.32 を示した．

Ⅳ．考察
　本研究では，体育祭における体験活動が Grit（やり抜
く力）に与える直接的な関係と，基本的心理欲求を介
した間接的な関係について検討を行なった．その結果，
設定した分析モデルへのデータ適合度は全て基準値を
満たす良好な値であり，仮説モデルは妥当なものであっ
た．本研究で得られた結果をもとに，以下のとおり，1） 
体育祭の体験，有能感への欲求や関係性への欲求，Grit
の関係について，2）体育祭における挑戦・達成体験か
ら Grit への直接的な影響について，3） 体育祭の体育，
自律性への欲求，Grit の関係について，4）楽しさ実感
体験がもたらす Grit への否定的影響について，の順に
考察を進める． 
1 ）�体育祭の体験，有能感への欲求や関係性への欲求，

Grit の関係について
　「挑戦・達成体験」「他者協力体験」「自己開示体験」
は「有能感への欲求」に有意な正のパスを示し，さらに
そこから Grit の「根気」に有意な正のパスを示すこと
が確認された．また体育祭の体験における「挑戦・達成
体験」「他者協力体験」「自己注目体験」は「関係性への

欲求（教師）」に有意な正のパスを示し，さらにそこか
ら Grit の「一貫性」に有意な正のパスを示すことが確
認された．
　これは，体育祭の練習期間中の活動を通して，挑戦
や達成の機会があったこと，他者と協力する機会があっ
たこと，自己の意見や思いを他者に伝える機会があった
こと，そして自分が周囲から注目される機会があったこ
となど様々な体験をした生徒ほど，自らの能力を表現
し，教師やクラスメイトといった周囲と充実した関係
を築くことができることを示唆している．さらに，様々
な体験活動により自信を得ることができた生徒は，一つ
の物事を途中で投げ出すことなくやり抜く根気強さが
高まる可能性があり，周囲との関係の中でも教師とより
親密な関係性を築くことができた生徒は，途中であきら
めることなく一貫して物事をやり抜く力が高まる可能
性があることを示唆している．
　一方，「挑戦・達成体験」「他者協力体験」「自己開示
体験」から「関係性への欲求（クラスメイト）」に有意
な正のパスは示されたが，Grit への有意なパスは認めら
れなかった．体育祭期間中は，集団演技やダンスの練習，
体育授業や教育活動では取り扱いがない種目（綱引きや
障害物競走など）に触れる機会が増え，普段の学校生活
とは異なる非日常がある．そういった普段とは若干異な
る体育祭期間には，これまでに実践したことがない練習
や種目にチャレンジしたり，そこでの達成感を味わうこ
とができたりするとのではないかと考えられる．また今
まで会話をしたことがない生徒と新たな交友関係を築
いたり，あるいは学内で関わりが少ない教師とも新たな
関係を築いたりする場面もあると思われる．さらに，非
日常だからこそ，これまで気づくことができなかった自
分の良いところや悪いところ，周囲と頑張ることの大切
さを発見する機会にもなるだろう．その一方で，「挑戦・
達成体験」「他者協力体験」「自己開示体験」から「関係
性への欲求（クラスメイト）」に有意な正のパスは示さ
れたが，そこから Grit への有意なパスは認められなかっ
たことを考えると，これらの体験には，もちろん生徒同
士で行い満足感を高めることも可能であるが，それだけ
ではやり抜く力の育成に貢献することはできないこと
も示唆された．
　以上のことから生徒と教師が相互に関わり合いなが
ら，挑戦・達成や他者協力，そして自己注目などの体験
を充実させることで，その体験が達成感や自信に繋が
り，まじめで熱心に物事に取り組むことができるように
なるための力（根気）や，長期間の計画に集中して取り
組むことができるようになるための力（一貫性）が育成
されていくのではないかと考えられる．
2 ）�体育祭における挑戦・達成体験から Grit への直接

的な影響について
　「挑戦・達成体験」は，Grit の「根気」に直接的な有
意な正のパスを示すことが確認された．これは，体育祭
の練習期間中の活動を通して，挑戦や達成の機会があっ
た生徒ほど，一つの物事を途中で投げ出すことなく根気

219体育祭における体験評価，基本的心理欲求，グリットの関係



強くやり抜く力が高まる可能性があることを示唆して
いる．体育祭期間中における挑戦達成体験として，先
述したとおり，体育祭特有の種目に触れる機会が増え，
学年を越えた生徒同士の関わりは普段の学校生活と比
較して増加することは容易に考えられる．また，体育祭
期間には，個人目標や学級単位の目標など自分たちで設
定した目標に向かって挑戦する場面も多く，その目標を
達成するために慣れない種目や演技の練習に取り組ん
でいるのではないかと思われる．そこには，新たなこ
とにもチャレンジし，自己の力を最大限に発揮するこ
とで目標達成できることや，自分たちで設定した目標
に対し，これまで気づくことができなかった力を発揮
することなどの機会がある．このような機会を通して，
生徒にもっと新しいことや難しいことに挑戦したいと
思うように促し，さらに生徒自身が努力の積み重ねが達
成間を得ることにつながると認識することで，物事を粘
り強く続けていくことができるようになるための力（根
気）が育成されるのではないかと考えられる． 
3 ）�体育祭における体験，自律性への欲求，Grit の関係

について
　「他者協力体験」「自己開示体験」「楽しさ実感」は「自
律性への欲求」に有意な正のパスを示し，さらにそこか
ら Grit の「根気」「一貫性」に有意な正のパスを示すこ
とが確認された．これは，体育祭の練習期間中の活動を
通して，他者と協力する機会があったこと，自己の意見
や思いを他者に伝える機会があったこと，そして活動の
中で楽しさを感じる機会があったことなど様々な体験
を通して，自ら行動を起こすことや自分なりの考えを意
見することに意味があると思えた生徒ほど，一貫して物
事をやり抜く力や，根気強く物事をやり抜く力が高まる
可能性があることを示唆している．体育祭は生徒が主体
となり，教師のサポートを受けながらプログラムを作り
上げていく体験活動である．そこでは，先生に言われた
ことをやる，先生に怒られたくないからやるなどの教師
と生徒といった立場の違いによる支配的関係（トップダ
ウン教育）ではなく，クラス目標の設定や参加する種目
の決定，委員会活動や本番当日の役割分担を生徒が自分
たちで選択し行動に移す活動（ボトムアップ教育）があ
ると考えられる．そこでは，生徒自身が選択した行動に
責任を持ち，理由づけしながら活動を進めていく体験が
豊富にあり，課題に直面しても自分たちで解決したい、
何とかしたいという気持ちが表出するのではないかと
考えられる．そのような体験を通して，自分たちにでき
る活動が徐々に増えていき，自律性が高まるのではない
かと推察される．以上のことから，体育祭期間において，
自分の意見や考えを自由に発言し，自分で決めて行動す
ることの大切さに気付くことで，計画的に一つの目標に
向かって取り組むことができるようになるための力（一
貫性）や，粘り強く続けていくことができるようになる
ための力（根気）が育成されていくのではないかと考え
られる．

4 ）�楽しさ実感体験がもたらす Grit への否定的影響に
ついて

　「楽しさ実感」は，Grit の「一貫性」に有意な負のパ
スを示すことが確認された．また教師との関係性の欲求
に対しても有意な負のパスが確認された．これは，体
育祭期間の活動を通して，楽しさを実感する機会があっ
たとしても，一貫して物事をやり抜く力が向上しない可
能性があることを示唆している．また教師との関係性の
欲求が満たされることがないことも示唆された．体育祭
期間には，体育授業や教育活動では取り扱いがない種目
に触れる機会が増えたり，これまでに実践したことがな
い練習や種目にチャレンジしたりと普段の学校生活と
は異なる非日常があり，新たな関係性を築くことができ
たり，自分や他者の新たな一面を発見できる良い機会に
もなるだろう．一方，本研究の調査内容からすると楽し
さの実感の内実は，何か目的を達成することや，自他の
考えや意見を交えながら思考を深めるといった活動に
よる楽しさではなく，生徒同士が和気あいあいとでき
る雰囲気づくりや自由に練習できる活動の場が豊富に
あったかどうかである．そのような雰囲気づくりや場の
設定では，何も目的を持たずにただ楽しむだけの体育祭
になることから，生徒はやり抜いていく力を身に着け
ることができないのではないかと考えられる．さらに，
生徒同士の和気あいあいとした場では，教師生徒間の関
わりも薄くなり，人間関係やコミュニケーション能力の
促進にも影響を与えるとされている体育祭のねらいも
曖昧になってしまうことが考えらえる．これらのことか
ら，楽しさを感じる体験は，新たな挑戦や確かな目的を
達成することで感じるべき体験であり，体育祭期間を
通して，単に楽しさを実感できるような体験活動があっ
ても一貫して物事をやり抜いていく力の向上は期待で
きないと考えられる．

Ⅴ．まとめ
　本研究では，体育祭における体験活動が Grit（やり抜
く力）に与える直接的な関係と，基本的心理欲求を介し
た間接的な関係について検討を行なってきた．その結果
を以下の 3 点にまとめることができる．
1 ）「挑戦・達成体験」「他者協力体験」「自己注目体験」

は「関係性への欲求（教師）」に有意な正のパスを示し，
さらにそこから Grit の「一貫性」に有意な正のパス
を示すことが確認された．一方，「挑戦・達成体験」「他
者協力体験」「自己開示体験」から「関係性への欲求（ク
ラスメイト）」に有意な正のパスは示されたが，Grit
への有意なパスは認められなかった．

2 ）「挑戦・達成体験」「他者協力体験」「自己開示体験」
「自己注目体験」は「有能感への欲求」に有意な正の
パスを示し，さらにそこから Grit の「根気」に有意
な正のパスを示すことが確認された．また，「挑戦・
達成体験」は，Grit の「根気」に直接的な有意な正の
パスを示すことが確認された．

3 ）「他者協力体験」「自己開示体験」「楽しさ実感」は
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「自律性への欲求」に有意な正のパスを示し，さらに
そこから Grit の「根気」「一貫性」に有意な正のパス
を示すことが確認された．また，「楽しさ実感」は，
Grit の「一貫性」に直接的な有意な負のパスを示すこ
とが確認された．

　以上のことから，中学校体育祭における挑戦・達成や
他者協力，自己開示，自己注目などの体験活動を通して，
基本的心理欲求を満たすことで，生徒の Grit 向上が示
唆された．ただし，生徒同士が和気あいあいとできる雰
囲気づくりを重視した楽しさ体験のみでは，Grit の向上
には至らないことも明らかになった．そのため，体育
祭を開催するにあたって，何か目的を達成することや，
自他の考えや意見を交えながら思考を深めるといった
意図を組み込んだ体験活動を行うことが生徒の Grit 向
上に繋がると考えられる．
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